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第１４６回 （平成２１年度第８回）理事会議事録 

 
財団法人 神奈川県スキー連盟 

 
 
１．日     時： 平成２２年２月１０日（水）１９：００～２０：５０ 
２．場     所： 神奈川県社会福祉会館２階第１会議室（横浜市神奈川区沢渡４－２） 
３．出 席 理 事： （副 会 長）野地 澄雄、山田  隆、佐藤 嘉彦 
           （専務理事）片  忠夫 
           （常務理事）三塚 康雄、木村 徳善、菊地 富士夫 
           （理  事） 徳本  進、荻野 恭宏、国島 みどり、金子 理人、吉野 大成、 

安藤 努、荻野 恭宏、清水 忠、百海 廷、岡本 洋一、小池 光、 
斎藤 幸雄、吉岡 去私,、平賀 淳夫、大澤 康之  

     欠席理事： （会  長）河野 太郎 
           （常務理事）上田 英之 
           （理  事）岡田 良平 
４．出 席 監 事： 木村 信吉、内海 雄三 
５．議 長 選 出： 片  忠夫専務理事を指名 
６．議事録署名人選出：岡本 洋一理事、平賀 淳夫理事を選出 
７．書     記： 山下 てるみ広報委員を指名 
８．議     事 
  開     会  野地副会長が開会の挨拶を行った。 
 
 １）競技本部（資料：第１４６回理事会 競技本部） 
 （１）報告事項 
   菊地本部長より、下記の行事について配布資料のとおり報告があり、了承された。 

① アルペンジュニア合宿 パルコール嬬恋  
② 第８回神奈川県マスターズ選手権      尾瀬戸倉スキー場 
③ ノルディック合宿・フレッシュマン講習会  信州木島平スキー場 
④ 第６８回神奈川県スキー選手権 ノルディック種目   信州木島平スキー場 
⑤ 南関東ブロックノルディック兼第６５回国体県選考会   津南スキー場 

   ⑥ 役員の派遣 ＊神奈川県中学校・高等学校スキー選手権  津南スキー場 
           ＊全国中学校スキー選手権大会     安比高原スキー場 
 
 （２）審議事項 
   ① 第６５回国体神奈川県代表選手・役員について (別紙資料) 

    菊地本部長より、国体男子の部で小林選手の勤務地での出場は認められないことから、代わりに

串崎選手を選出したことの説明及び提案がなされ、承認された。 

 
 ２）教育本部（資料：第１４６回理事会 教育本部） 
  （１）報告事項  
    木村本部長より、配布資料のとおり報告があり、⑥については＊のような意見があたったが、了

承された。 

  【ＳＡＫ関係】 

①教育部会  期日：１月１３日(日) １９：○○～２１:○O  SAK 事務所 
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   ②五竜Ⅰ行事 期日：１月２２日（金）～２４日（日） 長野県五竜スキー場 

   ③スノーボード強化合宿 期日：１月２３日（土）～２４日（日） 新潟県石打丸山スキー場 

④車山Ⅱ行事   期日：１月30 日(土)～31 日(日) 長野県車山高原スキー場 

     補足説明：怪我をした人７名、うち４名と連絡がついている。 

   ⑤湯沢行事    期日：２月５日（金）～７日（日） 新潟県ガーラ湯沢スキー場 

   ⑥石打ＳＢ行事（南関東スノーボード技術選手権大会）  期日：２月６日～７日(日)    

新潟県石打丸山スキー場  補足説明：参加者 ７１名 

   ≪意見≫ 

    ＊ＳＢ技術選の日程については、報告ではなく審議事項にするべきである。 

    ＊現地の協力体制が悪ければ、会場を変えた方がよいのではないか。 

    ＊ヨネックスの大会が同時開催されていた影響もあるかも知れないが、昨年、地元の方（ゴール

ハウス）の態度に不愉快な思いをした。費用の問題か？ 

    ＊地元との協力体制を構築した方がよい。 

    ＊契約内容は？ 自主運営であれば地元を責めることはできない。 

＊現地のスキースクールにもう少しプレッシャーをかけるなど、大会運営をスムーズにするため

の工夫をした方がよい。 

⑦スノーボード準指導員ライセンス発行について 

  ＊昨年度ＳＡＫ外で受検し、合格した会員へライセンス発行しました。 
【SAJ 関係】 

①スキー大学 期日：１月８日（金）～１１日（月） 第一会場 北海道・朝里川温泉スキー場 

          期日：１月１５日（金）～１８日（月） 第二会場 新潟県・上越国際スキー場 

②スノーボード指導員検定会・第一会場 １月２３日（土）～２５日（月） 

                岐阜県・朴の木平スキー場 

   ③公認パトロール研修会  期日：１月29 日(金)～31 日（日） 

     第一会場：北海道・マウントレースイ 、第四会場：鳥取県・大山スキー場 

【今後の行事予定】 
① SAK 関係 

  ・五竜Ⅱ行事 ２月１２日～１４日 
  ・戸隠行事  ２月１３日～１４日 
  ・ＳＢ強化合宿 ２月２０日～２１日 
  ・車山Ⅲ行事  ２月２６日～２８日 
  ・車山Ⅳ行事  ３月５日～７日 

② SAJ・南関東ブロック関係 
    ・スキーテクニカルコンテスト ２月１２日～１５日 
    ・指導員検定会   ２月１９日～２１日 
    ・Ａ級検定員検定会 ２月１９日～２１日 

・ＳＢ指導員検定会 ２月１３日～１５日 
    ・全国ＳＢ技術選手権大会、第４回ＳＢデモンストレーター選考会 ３月４日～７日 
    ・全国スキー技術選手権大会 ３月８日～１３日 

 
 （３）審議事項 

 ①千葉県・神奈川県スキー技術選手権大会の審判員の選出について（事後） 

木村本部長より、千葉県・神奈川県スキー技術選手権大会の審判員について配布資料のとおり

提案がなされ、承認された。 

   ②テクニカルスキーコンテストの推薦選手について（事後） 

木村本部長より、テクニカルスキーコンテストに出場する推薦選手の提案がなされ、承認され
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た。 

   ③全日本スキー技術選手権大会出場選手の選出について 

木村本部長より、全日本スキー技術選手権出場選手の提案がなされ、承認された。 

 ④スキー新強化指定選手の選出について（配布資料参照） 

木村本部長より、スキー新強化指定選手の提案がなされ、承認された。 

⑤車山Ⅳ準指導員検定会の検定員について 

木村本部長より、車山Ⅳ行事での準指導員検定会の検定員の提案がなされ、検定員の所属協会

についての意見・要望があり、再考して専務理事に報告することで承認された。 

   ≪質疑応答≫ 

＊配布資料の統括審判とは、運営主任のことである。 

＊多数の専門委員の中で、技術選と準指に特定の若い３名が両方に出ていることに違和感がある。 

     Ans：意図はない。偶然ではあるが、今後配慮する。 

    ＊横浜の検定員が多いのではないか。 

     Ans：専門委員については、地域性を考慮選出しているが、再検討して片専務理事に報告する。 

   ⑥認定スキー指導員の検定種目について 

  木村本部長より、認定スキー指導員の検定種目について提案がなされ、承認された。 

⑦指導員・検定員ライセンスの再発行の有料化について 

     木村本部長より、指導員・検定員ライセンスの再発行の有料化についての提案がなされ、審議

の結果、「ライセンス不正防止⇒会員証のコピー添付（講習実績の判るもの）」を削除し、ＳＡＪ

過去６年間の研修会データを有料化し活用する方向で、確認された。 

⑧第９回環富士スキー技術選手権大会の出席役員予定者(大会幹事県神奈川９名)について 

  木村本部長より、配布資料のとおりの提案がなされ、承認された。 

   ⑨南関東スノーボード選手権大会審判員の選出について（事後） 

  木村本部長より、報告事項⑥の審判員を選出したことの提案がなされ、承認された。 

   ⑩全日本スノーボード技術選手権出場選手の選出について 

     木村本部長より、配布資料のとおりの選手を派遣することの提案がなされ、承認された。 

⑪ＳＢ石打強化合宿第２日目特別講師の変更について 

     木村本部長より、配布資料のとおりの提案がなされ、承認された。 
 
 ３）総務本部（資料：第１４６回理事会 総務本部） 
 （１）報告事項 
    徳本理事及び各理事より、下記のとおり報告があり、了承された。 

①慶弔関係  なし 

②資金運用状況（金子理事） ２２年１月末現在16,528,559 円 昨年同時期 約―３００万円 

   ③登録状況（荻野理事）  2２年１月末現在 総数５３３６名、昨年同時期 －２６０名 

   ④各種委員会 
    ア）普及振興委員会（吉野理事）  横浜地区：小学生２３名、中学生１名、 

            厚木地区小学生３０名、中学生１名 計５５名。２／１４保護者説明会予定 

 補足：来年度から広報パンフの各学校への送付について、横浜市教育委員会が作成したパ

ンフのみポストに入れることになるため、今後の対処について検討していく。         
イ）ＨＣ委員会（国島理事） １／２２ セミナーⅡ実施  参加者１２名、講師１名、プレジ

ャーサポート協会３名、委員１名 
      １／２３～２４日 第１５回スキー教室 参加者２４名、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ１６名、     

委員・理事６名、検定実施 ２級合格１名。  

⑤常務会報告について 

片専務理事より、以下のとおり報告があった。 
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ア）スノーボードに関する怪文書（匿名）については、取り扱わない。 

イ）県総体については、五竜開催を第一に実施する方向で検討していく。 

ウ）事務所購入については、会員数減少の中で決断できないが、１つの例として270 万円の競

売物件あり検討の余地はあるのではないか。手順を議論し、条件整備を進める。 

   ⑥神奈川県体育功労者表彰について  

徳本理事より、１月９日に県庁にて、神奈川県体育功労者にＳＡＫ｢野地澄雄副会長｣が受賞し、

表彰式が執り行われた。 

⑦海外行事報告について 

荻野理事より、参加者１７名・現地参加１名・役員４名の計２２名の報告があり、以下のよう

な意見が出され、再度整理することとなった。 

    ＊役員4 名については、役員変更後は理事会で審議すべきではないか。 

     片専務理事：今回の役員の収支を明らかにし、それを踏まえて海外事業を展開するルールを整

理していくということでお願いしたい。 

   ⑧生涯スキーリーダーの認定書（７名）の発行について 
     徳本理事より、資生堂かまくらスキークラブ（鎌倉）から『生涯スキーリーダー認定書』発行 
    依頼があり、ＳＡＫの認定書を発行した。 

 
（２）審議事項 

①役員候補選出委員会の委員選出及び委員会日程、申し合わせ事項について 

  片専務理事より、配布資料の｢役員候補選出委員会の申し合わせ事項｣及び徳本事務局長より各ブ

ロックから選出された「役員候補選出委員」の提案がなされ、承認された。 

② TOTO 助成金申請について 

国島理事より、配布資料のとおりの提案がなされ、承認された。 

③「事務所購入の手続き」手順について 

片専務理事より、配布資料のとおりの提案がなされ、購入の手順・条件の整備を行なうことで、

承認された。 

 

 ４）その他 

   ①協賛について 

    片専務理事より、協賛について 次回まとめて報告すること。 

②認定スキー指導員検定会への参加について 

片専務理事より、認定スキー指導員受検者の増加の為、準指導員検定会には本人が参加する。 

   ③理事会議事録訂正について 

岡本理事より、第145 回理事会議事録の教育本部審議事項③にて、316 名を180 名に訂正す

ることの要望があった。 

④監事意見 

  内海監事より、３月２４日（水）のプレ監査会で「２月実施の行事報告書を提出するように」と

の要望があった。  
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 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記により署名する。 
 
   平成２２年 ２月 ２６日 
 
                    議    長                 印 
 
 
                    議事録署名人                 印 
 
 
                    議事録署名人                 印 


